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本紙はスポーツ振興くじ助成金を受けて作成しています。

ジュニアリーダースクールが開催されました
平成30年８月16日（木）～ 19日（日）　スポーツ総合センター

　平成30年度ジュニアリーダースクールが中学生の団員
を対象に行われました。今年度は、40人の中学生団員（中
学１年38人、中学２年１人、中学３年１人）、市町村別の
人数は、さいたま市10人、戸田市１人、北本市11人、三
芳町１人、鶴ヶ島市１人、白岡市13人、宮代町３人の参
加があり、全員が全ての研修を修了し、ジュニアリーダー
として認定されました。このジュニアリーダースクール
では「スポーツ少年団の知識を身につけ、リーダーとして
の意識をもつ」ことがねらいとなっています。講義形式の
授業のほか、班活動や係活動を通して主体的に学ぶこと
のできるプログラムとなっています。また、リーダー会
に所属する先輩リーダーが班や係の活動を一緒に行いま
す。中学生リーダーは、身近にいる良き先輩リーダーの
活動をお手本に実践の活動における知識と知恵を学ぶこ
とができます。
　参加した団員はスポーツ少年団というものがどんな団
体なのかを、なんとなくは知っているものの、漠然とし
たもので、このジュニアリーダースクールによってスポー
ツ少年団がどういう目的をもち、県内でそして全国では
どんな単位団があり、どんな活動をしているのかという
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ことを学ぶことができたのではないでしょうか。そして、
リーダーの役割やその活動に必要な知識を身につけ、同
じような活動をしている仲間が全国にもいるということ
も知ることができたと思います。
　今回の参加者アンケートの中に「参加したきっかけ
は？」という質問があり、それに対して「研修に興味があ
り、自分から参加した」という回答が多くありました。ま
た、「今後もリーダーとしてスポーツ少年団の活動を続け
ますか？」という質問に対しては「続けていきたいが、学校
等との両立が不安」という回答が多くありました。このこ
とから、団員の活動に対する意識は高く、今後も活動を
続けていきたいという思いが伺えます。団に所属してい
る子どもたちが、中学・高校・大学などと長く団で活動
していくことがスポーツ少年団の目的でもあります。そ
のためには、指導者の皆さんのご理解が必要であります。
　そうしたことから、来年度のジュニアリーダースクー
ルの日程を部活動などに配慮して、２泊３日とする予定
です。ぜひ皆さんの単位団で中学生の団員がおりました
ら参加を勧めていただきたいと思います。
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〇４年生以下男子
優　勝　新井琉心・浅見陽生（秩父）
準優勝　館田陸斗・奥田向陽（大宮）
第３位　木原祐翔・本橋虎士郎（杉戸）
第３位　金内綾汰・滝沢一毅（わかくさ）
〇４年生以下女子
優　勝　高林さくら・根岸ゆず （皆野）
準優勝　石田きらり・木村映奈（わかくさ）
第３位　平井星奈・柳川　凛（芝・大宮）
第３位　宮崎由奈・吉原美央（坂戸）
〇５年生以上男子
優　勝　小山寛晴・石田　輝（鳩ケ谷・わかくさ）
準優勝　市村大地・青木星弥（青木）
第３位　黒澤　類 ・昼間悠祐（皆野）
第３位　宮崎夏維・手塚康介（坂戸）
〇５年生以上女子
優　勝　熊木咲彩・脇谷結楽（ 芝 ）
準優勝　黒沢朋花・吉田実桜（鴻巣・秩父）
第３位　谷島咲希・丸山結子（芝・杉戸）
第３位　深澤瑚々海・川崎愛実（高野）

第39回埼玉県スポーツ少年団小学生
ソフトテニス交流大会（中央大会）

平成30年９月17日
「彩の国」くまがやドーム多目的運動場

種目別交流大会結果

【形の部】
〈中学生 男子〉
　　　１位 木村　蓮（行田誠道館）
　　　２位 小林蒼空（協会行田）

〈小学生 男子〉
６年生１位 村田響佑（長瀞町空手道）
　　　２位 西澤颯一郎（清門空手道）
５年生１位 山本勘太（協会行田）
　　　２位 及川琉生（誠道館）
４年生１位 新城幸翔（誠道館） 

〈中学生女子〉
　　　１位 榎本沙也（新座市）
　　　２位 須永沙樹（向上会）

〈小学生女子〉
６年生１位 新城凛聖（誠道館）
　　　２位 藤原純華（誠道館）
５年生１位 谷澤梨香（宮代空手）
　　　２位 久保山遥香（向上会）
４年生１位 生田目夏希（誠道館）

【組み手の部】
〈中学生 男子〉
　　　１位 佐野陽生（行田誠道館）
　　　２位 根本隆真（行田誠道館）

〈小学生 男子〉
６年生１位 須永瑛太（向上会）
　　　２位 松本　航 （向上会） 
５年生１位 山本勘太（協会行田）
　　　２位 及川琉生（誠道館）
４年生１位 松本　瞬（向上会）

〈中学生女子〉
　　　１位 醍醐泉水（八潮空手）
　　　２位 小林温奈（帝心館）

〈小学生女子〉
６年生１位 今野柚香（洋空会三郷）
　　　２位 青木 蓮 （行田誠道館）
５年生１位 久保山 遥（向上会）
　　　２位 小川原 唯（明鴻会） 
４年生１位 山荘花音（光龍館）

第34回 埼玉県スポーツ少年団
空手道交流大会

平成30年９月２日埼玉県立武道館 

ブロック本部長会議を
各地で開催

　ブロック本部長会議は県内４ブロック（東・西・南・
北）の本部長が各ブロックで一堂に会し、情報交換
や交流をとおして県及び市町村スポーツ少年団の組
織拡充と団員増加などを図ることを目的に開催され
ています。今年度は各会場地スポーツ少年団の協力
を得て次のとおり実施されました。
□ 開催日及び会場地スポーツ少年団
東部：11月17日（土）／加須市：市民プラザかぞ
西部：11月24日（土）／東松山市：東松山市総合会館
南部：11月23日（金・祝）／朝霞市：ロソフィーロ
北部：９月８日（土）／熊谷市：マロウドイン熊谷
□会議内容
　①スポーツ少年団登録者処分基準について
　② 平成30年度埼玉県スポーツ少年団の登録状況について
　③埼玉県スポーツ少年団駅伝競走大会について
※会議終了後、交流会を開催。
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第37回関東ブロックスポーツ少年団
競技別交流大会　 実施報告

■期　間　平成 30 年 ７ 月 21 日（土）～ 29 日（日）
■会　場　山梨県甲府市小瀬スポーツ公園武道館 他 
■ 総合開会式　7 月 27 日（金）14：00～ 

交流交歓会　同日　15：00～  
代表者会議　同日　15：00～

■ 競技別交流大会 
軟式野球   7 月 21 日（土）、22 日（日）  
バレーボール他   7 月 28 日（土）、29 日（日）

□埼玉県の参加チーム
　＊軟式野球：大石南ミラクルズスポーツ少年団（上尾市）
　＊バレーボール： 宮原ジュニアバレーボール 

スポーツ少年団（さいたま市）
　＊ミニバスケットボール
　　　男子： 越谷ウインズバスケットボールクラブ  

スポーツ少年団（越谷市）
　　　女子：所沢ライオンズスポーツ少年団（所沢市）

　＊バドミントン：東部ブロック選抜
　＊空手道：埼玉県スポーツ少年団空手道部会選抜

≪大会結果≫
【軟式野球】
　☆Ａブロック　　　　　　☆Ｂブロック
　　優　勝　埼玉県　　　　　 優　勝　千葉県
　　準優勝　神奈川県　　　　 準優勝　栃木県
　　※埼玉県と栃木県は全国大会出場決定
　　 （埼玉県は敢闘賞受賞）

【バレーボール】
　　優　勝　神奈川県
　　準優勝　東京都
　　３　位　栃木県
　　※埼玉県：5位

【ミニバスケットボール】
　☆男　子 　　　　　　　☆女　子
　　優　勝　埼玉県　　　　 優　勝　栃木県
　　準優勝　神奈川県　　　 準優勝　東京都
　　第３位　茨城県　　　　 第３位　埼玉県

【バドミントン】
　☆男　子　　　　　　 　☆女　子
　　優　勝　神奈川県　　　 優　勝　神奈川県
　　準優勝　栃木県　　　　 準優勝　千葉県
　　第３位　茨城県　　　　 第３位　栃木県
　　※埼玉県：男子は6位、女子は5位。

【空手道】
　☆男子〈形競技〉　　　　 ☆男子〈組手競技〉
　　優　勝　群馬県Ａ 　　　優　勝　千葉県Ａ
　　準優勝　東京都Ａ　　　 準優勝　東京都Ａ
　　第３位　神奈川県Ａ　　 第３位　栃木県Ａ
　　第４位　神奈川県Ｂ　　 第４位　山梨県Ａ
　　※埼玉県A、B：「形」、「組手」とも予選リーグ敗退
　☆女子〈形競技〉　　　　 ☆女子〈組手競技〉
　　優　勝　群馬県Ａ　　　 優　勝　神奈川県Ａ
　　準優勝　埼玉県Ａ　　　 準優勝　千葉県Ａ
　　第３位　千葉県Ａ　　　 第３位　東京都Ａ
　　第４位　神奈川県Ｂ　　 第４位　埼玉県Ａ
　　※埼玉県B：「形」、「組手」とも予選リーグ敗退
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□派遣者　指導者１名　団員５名
□派遣期間　平成30年７月31日（火）～８月17日（金）
□派遣先　  ドイツ連邦共和国メクレンブルク・フォアポンメルン州
　〔関東Ⅱグループ指導者引率記：大谷正巳〕
　出発は７月31日、成田空港から約12時間のフライト、
時差７時間の為フランクフルト到着は同日夕方。早速全
体オリエンテーション、指導者ミーティングと続き、外
はまだ明るいが長い一日が終了。８月２日はスポーツ
シューレにてDSJによるインクルージョン（※）のレク
チャーを受けた後、慌ただしくグループ別に各地へと分
散、不安と期待の２週間がスタートした。
　翌日からは、ホームステイ先としてルートヴィヒスル
スト及びシュヴェリーンの二か所、市長表敬訪問３市、
施設の視察８回、スポーツ体験11回、ファミリーデイ２
回、日独双方の団員同士によるインクルージョンに関す
るディスカッション１回。地方でのさよならパーティー
２回と、連日スケジュールがぎっしり。しかし団員は毎
日のプログラムをエネルギッシュに体験し、あっという
間に２週間が過ぎていった。
　施設訪問では、肢体不自由や精神障害を持つ身障者保
育園で幼児達とふれ合い、身障者工房では製作された製
品が一般社会で活用されることを説明され、今回のテー
マ「インクルージョン」を意識したのか真剣にメモを取る
団員が印象的であった。スポーツ体験では、日本では体
験できないプログラムも沢山盛り込まれており、ドイツ
の若者に刺激されて団員全員がびっくりするほど積極的
にチャレンジしていた。当初は見知らぬ地と長旅の疲れ
からか団員に不安や消極的な面が心配されたが、受入側
の明るさに団員も打ち解けることができて一皮むけた感
じである。この貴重な自分達の体験内容を是非後輩達に
引き継ぐ活動に繋げてもらえることを期待したい。
　〔派遣団員の感想〕
○『成長』：菅原　凛太郎
　今回の日独同時交流では自らの意見をはっきりと言う
こと、すぐに判断し、答えることが出来るようになること、
という２つの目標をもって参加しました。実際にドイツ
では何か聞かれて回答を迷っているとすぐに「Yes ？」,

「No ？」と確認されました。そのためすぐに決断する力、
必ず意見を持ち「Yes ？」,「No ？」をはっきりと伝えるこ
との大切さを学びました。
○『インクルージョンとは』：須澤　杏南
　今回の同時交流のテーマは「インクルージョン」でした。
私たちのグループでは障害のある子どもたちを預かる保
育園に伺いました。そこでは、皆が笑顔でスポーツに取
り組んでいたことに驚きました。また、違うスポーツク
ラブでも皆、笑顔で取り組んでいました。コーチやリー

第45回日独スポーツ少年団
同時交流事業（派遣）

※ インクルージョン（Inclusion）：含有、包含、（社会的）一体性などの意味
がある。最初に使われたのは社会・福祉分野である。身体に障がいのあ
る子どもたちが教育や社会に参加していくことを目的とした取り組みを
指す言葉として使われた。最近では高齢者などだれもが参加しやすい社
会を作る「インクルージョン社会」という取り組みなども行われている。

ダーが団員のモチベーションを高めるために、達成感を
味わう機会を増やし、成長しているといった実感を団員
に抱かせていることができているからだと思いました。
この同時交流でさまざまな得がたい経験をし、私自身の
考え方が大きく変わったことをとても嬉しく思っています。
○『国境を越えて繋がれた私たちの絆』：根岸　花奈
　ドイツ語を話せないままドイツに飛び込んだ私は、期
待に胸を膨らませる一方で、不安でいっぱいでした。そ
んな中、受け入れ先の方々は日本について前もって調べ、
様々なおもてなしをしてくださいました。それらのおか
げで、緊張がほどけ、自分の持っている最大限の英語力
を使い、もっと相手のことを知りたいと思えるようにな
りました。いつか、再びドイツに行ってあの時伝えきれ
なかった感謝をドイツ語で伝えたいと思います。
○『一生の思い出』：荒木　愛
　この交流に参加して、ドイツ団はもちろん日本団にも
かけがえのない友人ができました。そして、ホストファ
ミリーという第二の家族ができました。英語が苦手な私
にドイツ団、ホストファミリーの皆さんは簡単な単語や
ジェスチャーで伝えていただきました。そのおかげで、
コミュニケーションが多くとれました。人と関わる大切
さ、人の温かさなどたくさん感じることができました。
楽しかった事、嬉しかった事、大変だった事、すべて一
生忘れられない思い出となりました。Danke schön ！
○『日独同時交流を終えて』：大内　陸駆
　言葉という壁は大きいものではありました。しかし、
英語やジェスチャー、事前に学習した言葉など、自分た
ちのできる限りの力を使い自分たちの気持ちを伝えるこ
とができました。また、文化が違うからこそ相手のこと
をよく　知るために、互いに自分たちのことを教え合い、
時には国の違いなどは関係なく笑い、協力し合う姿を見
てとても感動しました。交流の中では、人との関わりだ
けでなく、たくさんの文化に触れることができました。
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第45回日独スポーツ少年団同時交流
≪受け入れ事業≫　吉見町：７月26日～８月５日

　日独スポーツ少年団同時交流受け入れ事業は、吉見町に
３回目の受け入れを実施していただきました。ドイツから
訪れたのはヘッセン州の指導者１人と団員11人で、７月26
日（木）から８月５日（日）までの10泊11日にわたり、さまざ
まなプログラムをとおして交流を深めました。ここでは主
に交流風景と受け入れ家庭の感想などを紹介します。

【受け入れ家庭の感想】
〔県本部に提出された感想文の抜粋：原則原文〕
◇ 受入事業はとても楽しかったです。英語をおぼえるきっ

かけになりました、身振り、手振りでもけっこう通じ
るところもありました。またいつか会える日を楽しみ
にしています。〈伊藤愛華〉

◇ 受入は３回目になりますが、毎回新鮮な気持ちで受け
入れをしています。暑さには中々対応出来ず苦労して
いました。出来ればまたお会いして色々な話をしてみ
たいと思います。〈金子みどり〉

◇ 最初は、ドイツのお姉さんと会う事がとても心配でし
た。言葉がわからず、とても不安でしたが、あってみ
てとても優しくて、英語も少し通じてとてもうれしかっ
たです。これから、他の国の人達ともっと仲良くなり
たいと思いました。〈黒澤花菜（小６）〉

◇ ドイツの青年は何事にも積極的で自己の行動に責任を
持ち行動しているように感じました。今後、またこの
ような事業が有りましたら是非参加してみたいと思い
ます。〈小川征夫〉

◇ リーダーのルーカスがホームスティしました。彼はリー
ダーとして事業に参加しており様々な事に気を遣って
いることがわかりました。大変に意義のある交流だっ
たと思います。〈石井　実〉

◇ 全くドイツ語がしゃべれなかったからとてもおぼえた
いという気持ちになりました。ドイツの団員との交流
が楽しかったので、またきてほしいです。アンネマリー
がまたきてくれると約束してくれ嬉しかったです。〈梶
田かなた（小６）〉

◇ 最初は、10泊は長いと思いましたが、終わってみると
短い時間でした。（私の家に来た）ヤナは笑顔が素敵で
積極的で協調性がありすばらしい女性でした。ドイツ
の教育の高さを感じます。〈吉田　仁〉

◇ ドイツの様々な様子を聞くことができ、日本との違い
を知る良い機会になりました。猛暑による暑さでは苦
労しているようでした。大変有意義な交流事業であり
ました。〈佐藤　宏〉

◇ 話をしてみて、ドイツと日本の文化の違いが分かりと
ても楽しかったです。もっと英語をしっかり勉強して
いれば少しは話す事が出来たと思いました。〈勝田みく

（中１）〉
◇ 受け入れは３回目。今回は今まで以上に思い出に残る

交流事業でした。交流事業のなかでは、ファミリーと
過ごす時間も楽しみのひとつですが、言葉の壁を越え
て楽しめました。〈大谷裕子〉

◇ 受け入れたジェニハーが８月１日に18歳（ドイツの成人
年齢）になることから前夜、我が家の家族とドイツ団の
友達を呼んで楽しい時間を過ごしました。良い体験が
出来ました。〈長峰一雄〉

◇ 外国の人をホームスティで受け入れた経験もあり、今
回の募集を見て参加する事に決めました。楽しい思い
出を沢山作っていただきありがとうございました。〈富
田万紗子〉

◇ お父さんとお母さんを説得し受入れ事業をすることが
できました。英語はしゃべれませんでしたが、スマホ
なども活用し楽しく時間をすごしました。ドイツのお
姉さんはとても優しく、もっと、もっと友達になりた
かったです。〈久森花凛（小５）〉

◇ ドイツとの生活環境の違いはあると思いますが、日本
の生活習慣を教える事も大切だと考え、靴の脱ぎ方や
洗濯機の使い方等も初日から教えたところ、しっかり
と対応してくれました。〈小川福美〉

▲ ホストファミリーと記念撮影

▲ 着物体験（川越）
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公益財団法人埼玉県体育協会  キャッチフレーズ

平成30年度
日本スポーツ少年団顕彰

　平成30年度日本スポーツ少年団顕彰を受賞した団（市町
村本部）と指導者は次のとおりです。なお、伝達式は12月
８日（土）に開催される埼玉県スポーツ少年団指導者表彰
式の席上で行われる予定です。

【指導者】※敬称略。（　）内は推薦母体。
▪根岸正浩（バレーボール部会）
▪佐野元次（サッカー部会）　新井　実（同）
▪寺田浩之（バスケットボール部会）
▪菅原康人（空手道部会）
▪黒澤清治（剣道部会）
▪高橋　昇（軟式野球部会）　大竹啓次（同）
　齊田壯市（同）　小林　茂（同）　
▪高橋　仁（県本部）

【市町村本部】
▪北本市スポーツ少年団
▪宮代町スポーツ少年団
▪蓮田市スポーツ少年団
▪伊奈町スポーツ少年団
▪白岡市スポーツ少年団
▪長瀞町スポーツ少年団

平成30年度
埼玉県スポーツ少年団指導者表彰

◆さいたま市：☆富岡義行☆鈴木雅義☆大塚孝之☆山田
章一☆冨田俊一☆横瀬秀行☆中里　勉☆高野正美☆安田
勝☆金井栄一☆根上義雄☆鎌田　護◆川口市：☆鳴神英
雄☆土屋芳晴☆遠山政明☆賀嶋英俊☆小山高広☆小原清
人☆栗谷　潔◆草加市：☆坂井郁美☆仙海真司☆増本剛
◆新座市：☆吉儀政浩◆北本市：☆木村　宏☆山内靖範
◆所沢市：☆須藤康之☆加藤依男☆加藤孝一☆山口裕之
◆狭山市：☆桑村　繁☆高橋　真◆ふじみ野市：☆桶幸
広◆坂戸市：☆森田真弥◆鶴ヶ島市：☆伊藤志誠☆山崎

　平成30年度埼玉県スポーツ少年団指導者表彰式は、12
月８日（土）、東武バンケットホール上尾で開催される予
定です。受賞された方々は次のとおりです。

武◆日高市：☆若林　清◆毛呂山町：☆吉澤光春◆越生町：
☆日向野　勝◆東松山市：☆石田一夫☆岡﨑國男◆小川
町：☆川崎八州志◆嵐山町：☆根岸正浩◆川島町：☆片
岡孔一◆鳩山町：☆小林一彦◆滑川町：☆西尾和義◆と
きがわ町：☆山﨑正之◆秩父市：☆桑畑邦男◆小鹿野町：
☆日野原　進◆皆野町：☆大沼久実◆本庄市：☆畠山良
一☆高柳　勉◆上里町：☆関根　昭◆熊谷市：☆風間芳
男◆深谷市：☆古田紀代志☆宮崎恒男◆寄居町：☆福嶋
幸志◆行田市：☆深町艶子◆加須市：☆瀬田悦男☆坂井
直◆春日部市：☆前原弘昭☆遁所孝之☆新井俊行☆元島
朋彦◆越谷市：☆西松清志☆佐々木典子◆久喜市：☆小
杉公庸☆蓮沼一成☆高橋　宥◆三郷市：☆宮田　誠☆有
田敏雄◆蓮田市：☆猪俣英雄◆幸手市：☆髙田泰広◆吉
川市：☆小原　薫◆白岡市：☆尾嶋一雄☆大宮勝雄◆宮
代町：☆奥家幸雄◆杉戸町：☆新井英夫　　　　（敬称略）

駅伝競走部会を新設
～新体制により２月に熊谷で36回大会を開催～

　埼玉県スポーツ少年団駅伝競走大会は、昨年度まで長
年にわたって朝霞市スポーツ少年団並びに同市の各種機
関・団体等の協力を得て朝霞市内で開催されてきました。
　このような中で、埼玉県スポーツ少年団規程に基づき、
駅伝競走部会が９月に新設され、新体制により今年度の
第36回大会を熊谷市内で実施することになりました。そ
こで、大会開催要項の概要についてお知らせします。
〔第36回埼玉県スポーツ少年団駅伝競走大会の概要〕
＊期日：平成31年２月11日（祝）
＊会場：熊谷スポーツ文化公園陸上競技場及び特設コース
＊種目：単位団で編成されたチームで男子の部と女子の部
＊区間：男女とも６区間12.0㎞（１区～６区／各2.0㎞）
＊選手の参加資格：小学校４、５、６年生の団員
＊参加料：１チーム3,000円（申込期限までに指定口座へ振り込む）
＊参加申込： 所定の申込書により１月15日（火）までに指

定送付先へ市町村スポーツ少年団本部長名で
申し込む。また、参加申込書のエクセルデー
タと、チームの写真をメールの添付ファイル
で提出すること。

＊代表者会議：  平成31年１月25日（金）19時～  
スポーツ総合センター１階講堂

※ 詳細は、市町村スポーツ少年団本部または埼玉県スポー
ツ少年団事務局へお問い合わせください。
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市 区 町 村 団数 指導者数 団員数

サ
ッ
カ
ー

軟
式
野
球

バ
ス
ケ
ッ
ト

バ
レ
ー

剣
道

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

空
手
道

柔
道

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

卓
球

拳
法

陸
上

体
操

複
合

複　合　内　訳　種　目 そ
の
他
の
種
目

サ
ッ
カ
ー

バ
レ
ー

バ
ス
ケ
ッ
ト

軟
式
野
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

剣
道

ホ
ッ
ケ
ー

1 さいたま市 253 2,855 8,533 66 58 65 10 9 16 1 6 4 6 1 3 5 5 3 3 1 1 ①
2 川 口 市 107 1,391 3,112 23 29 31 5 6 3 7 2 1 1 1 ②
3 草 加 市 34 553 950 3 12 10 4 1 1 2 1
4 蕨 市 10 175 335 5 4 1
5 戸 田 市 34 419 1,185 12 10 2 2 3 1 2 1 1 ③
6 朝 霞 市 13 154 736 7 4 1 1
7 志 木 市 15 108 414 4 5 5 1
8 新 座 市 19 162 689 8 1 7 1 2
9 和 光 市 21 286 590 6 7 6 2
10 鴻 巣 市 46 465 1,036 7 16 8 6 1 1 2 1 2 1 ④
11 上 尾 市 42 838 1,438 11 15 7 1 3 1 3 1 3 2 ⑤
12 桶 川 市 17 189 441 2 5 4 4 1 1
13 北 本 市 23 292 461 4 7 3 5 3 1
14 伊 奈 町 9 149 251 2 3 2 1 ⑥
15 川 越 市 53 560 1,969 21 9 9 7 1 1 1 1 1 ⑦
16 所 沢 市 72 616 1,954 23 14 17 5 6 3 1 ⑧
17 飯 能 市 23 375 863 5 5 5 2 1 4 3 3 3 1 ⑨
18 狭 山 市 33 428 728 10 10 8 1 1 3 3 3
19 入 間 市 20 140 532 11 6 1 1 ⑩

20 富 士 見 市 14 70 372 7 3 3 1
21 ふじみ野市 10 90 447 7 2 1
22 坂 戸 市 23 151 613 10 2 3 3 3 2
23 鶴 ヶ 島 市 22 217 575 7 6 3 1 3 1 1
24 日 高 市 6 146 300 6 6 6 6
25 毛 呂 山 町 12 48 302 2 4 1 1 1 1 1 1
26 越 生 町 8 59 143 2 2 1 1 1 1
27 三 芳 町 3 16 95 2 ⑪
28 東 松 山 市 26 315 1,096 7 5 4 2 1 1 2 1 1 1 ⑫
29 小 川 町 12 111 326 2 2 1 2 1 1 1 1 1
30 嵐 山 町 5 54 139 1 2 1 1
31 川 島 町 9 102 214 1 1 1 2 1 1 2 2 2
32 吉 見 町 13 97 244 4 1 3 3 1 1
33 鳩 山 町 5 41 119 1 1 1 1 1
34 滑 川 町 5 53 195 1 1 1 1 1
35 ときがわ町 7 64 123 1 2 1 1 1 1
36 東 秩 父 村 1 5 33 1
37 秩 父 市 42 298 1,077 13 1 6 5 3 2 5 1 1 1 ⑬
38 小 鹿 野 町 7 111 207 1 1 2 1 1 1
39 長 瀞 町 6 73 171 1 1 1 1 1 1
40 皆 野 町 7 60 386 1 1 1 1 1 1 ⑭
41 横 瀬 町 6 85 191 1 1 1 1 1 1
42 本 庄 市 34 324 813 9 5 6 1 2 1 3 2 1 1 2 ⑮
43 上 里 町 16 163 390 2 3 2 4 1 1 1 1 ⑯
44 美 里 町 7 60 115 1 1 1 1 1 1 ⑰
45 神 川 町 8 45 148 1 1 1 1 1 1 1 1
46 熊 谷 市 38 302 1,092 11 4 6 9 2 3 2 ⑱
47 深 谷 市 42 314 1,020 12 6 9 8 1 1 2 1 1 ⑲
48 寄 居 町 18 119 336 3 5 2 2 1 2 2 1
49 行 田 市 19 136 474 4 1 8 1 1 3 1
50 加 須 市 31 358 651 5 10 4 5 4 1 1 1
51 羽 生 市 28 260 483 5 14 7 1 1
52 春 日 部 市 54 617 1,481 17 16 5 2 2 3 5 1 1 2 1 2 1
53 越 谷 市 37 386 1,281 13 18 1 2 2 1
54 久 喜 市 49 489 1,251 11 15 7 6 1 4 3 ⑳
55 八 潮 市 27 295 710 4 12 7 1 2 1
56 三 郷 市 15 250 593 6 4 1 1 1 1 ㉑
57 蓮 田 市 19 198 433 1 5 1 5 3 1 1 1 1
58 幸 手 市 17 193 287 2 9 3 1 1 ㉒
59 吉 川 市 11 124 412 6 2 2 1
60 白 岡 市 12 276 439 4 1 2 3 2 2 1 1 1 1
61 宮 代 町 11 128 236 2 4 1 1 2 1
62 杉 戸 町 17 185 319 5 5 1 2 1 2 1
63 松 伏 町 10 62 197 2 2 4 2

合計 1,613 17,705 46,746 424 369 331 138 55 37 67 35 28 32 8 5 9 13 31 20 8 14 19 8 1 1
H29年度 1,630 18,015 48,282 428 378 328 137 55 40 69 37 29 33 7 5 9 13 31 20 9 14 20 7 1 1
増減 −17 −310 −1,536 −4 −9 3 1 −3 −2 −2 −1 −1 1 −1 −1 1

平成 30年度　埼玉県スポーツ少年団登録一覧表

その他の種目 :①ラグビー1・水球1・スポーツチャンバラ1②ラグビー1③カヌー1④和太鼓1⑤ドッジボール1⑥バトントワラー1⑦なぎなた1・

合気道 1⑧合気道 1・弓道 1・ラグビー1⑨ホッケー1⑩なぎなた1⑪弓道 1⑫テニス 1⑬乗馬 1・水泳 1・弓道 1・なぎなた1⑭水泳 1⑮ドッジボー

ル 1⑯テニス 1⑰和太鼓 1⑱水泳 1⑲テニス 1⑳水泳 1・ラグビー 1㉑エアロビック 1㉒リーダー会 1
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『子どもたちのための母集団活動』
～愛（合い）・こ・と・ば～

一　わたくしたちは　スポーツをとおして　心身ともに健やかな団員育成のため　活動します。
一　わたくしたちは　全ての団員を思いやり　支え励ましながら　活動します。
一　わたくしたちは　団員とともに　フェアプレイを尊重し　活動します。
一　わたくしたちは　自らもスポーツに親しみ　明るく楽しく　活動します。
一　わたくしたちは　指導者と連携し　地域に認められるスポーツ少年団となるよう　活動します。

編 集 後 記
　このほど、スポーツ庁より「運動部活動の在り方に関する
総合的なガイドライン」が通知され、中学校の部活動のあり
方の見直しがあり、運動部の練習時間が短縮されるようで
す。各市町村本部・各単位団におかれましては、時間的に
余裕のできる中学生の活用方法の検討をお願いします。

埼玉県スポーツ少年団　企画広報委員会
TEL：048-779-5895  FAX：048-774-5550
E-mail：saitamaken@japan-sports.or.jp

指導者の暴力行為に関する
活動停止処分の通告

　埼玉県スポーツ少年団に寄せられた「スポーツ少年団指導
者による暴力行為」に関し、埼玉県スポーツ少年団倫理委員
会による事実確認及び調査の結果、「スポーツ少年団登録者
処分基準」に基づき、平成30年９月２日、下記内容の「活動
停止処分」の通告を行いました。
Ⅰ　処分理由
　団員に対する暴力行為（平成30年７月１日）
Ⅱ　処分内容
　１　処分決定年月日：平成30年９月２日
　２　処分の種類：活動停止
　３　停止期間：2018年９月２日～ 2019年９月１日
　４　再教育プログラムの内容

①【処分期間開始から30日以内】◎レポート（反省文）の提出
②【処分期間中】◎関係資料等による再学習及び平成30年度
　埼玉県スポーツ少年団認定員養成講習会の受講・受験
③【処分期間終了前から30日以内】◎レポート（反省文）の提出


